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　丸紅の駐在員として私が初めてジャカルタに赴任し
たのは、1983年のことでした。当時、丸紅のジャカル
タ事務所はスディルマン通り（Jl. Sudirman）の南端の
ラトゥ ・ プラザ（Ratu Plaza）にあり、社宅はずっと
南のポンドック ・ インダ（Pondok Indah）にありまし
た。今では南ジャカルタの高級住宅街として有名なポ
ンドック ・ インダですが、実は丸紅がインドネシアで

最初に手がけた大きな不動産事業です。

ポンドック ・インダ

　ポンドック ・ インダの開発は1970年代から始まって
いて、私がジャカルタに赴任したのは、丸紅がもうこ
の事業から退こうとしていた時期でした。ですから、
私自身はこの開発の経緯を直接には知りません。丸紅

〔要旨 / Abstract〕
　本資料は、元丸紅商社員小尾吉弘氏による、1970年代以降のジャカルタの都市開発史に関する伝記的
な証言である。小尾氏は丸紅社員として、1980年代初頭からジャカルタおよびその周辺での様々な都市
開発事業に関与してきた。丸紅は、ジャカルタの高級住宅街、都心 CBD 地区のオフィスビル、商業施
設、アパートメント、郊外ニュータウン、工業団地の開発においていずれも先駆的な事業を手掛けてき
た。小尾氏の証言は、日本の総合商社がジャカルタの都市形成において果たした役割が、表面から見え
るよりはるかに大きかったことを示し、ジャカルタの都市空間形成史におけるその位置付けの再考を促
す意義を持っている。
キーワード：丸紅、総合商社、ジャカルタ、不動産開発、小尾吉弘

　This is a short biographical account by Yoshihiro Kobi. He first came to Indonesia in 1983 as an 
expatriate employee of Marubeni, one of the major Sogo shosha（Japanese general trading company）. 
Since then, he has been involved in extensive range of property developments, such as office buildings

（MidPlaza, Wisma Indocement, Plaza BII, etc）, a condominium（Golfhill Terraces）, a shopping center
（Pasar Pagi Mangga Dua）, and an industrial estate（MM2100）. His account spotlights how Marubeni 
played a decisive role as an （often invisible） property developer in the making of such prominent 
places as Pondok Indah, Jl. Jenderal Sudirman’s CBD, Mangga Dua, Kota Wisata new town, and the 
industrial clusters of Bekasi. It also testifies how exchange risk has hindered foreign company such as 
Marubeni from consolidating their position among visible prominent developers in Indonesia. All in all, 
his account reveals that Japanese Sogo shosha played much bigger role in the history of Jakarta’s 
urban development than previously known.
keywords：Sogo Shosha, general trading company, property development, Jakarta, Yoshihiro Kobi
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の先代の駐在員がサリム ・ グループの人々と仲が良く
て、その縁で開発を持ちかけられたと聞いています。
ジャカルタの住宅開発では、1950年代からクバヨラン ・
バル（Kebayoran Baru）が開発され、1970年代頭には
そこはもうほぼ開発が終わっていたので、そのさらに
南側で住宅開発を試そう、ということだったのだと思
います。1983年頃はまだ北へつながる道路の多くはで
きておらず、北へ向かうまともな道はラジオ ・ ダラム
通り（Jl. Radio Dalam）だけでした。ゴルフ場はでき
ていましたが、モスクも、もちろんモールもまだあり
ませんでした。住宅地は、南半分ができていました。
商業施設は、ちょうど今マクドナルドがあるエリアに
店舗住宅（ruko）がある程度でした。当時のジャカル
タ南部の商業の中心といったら Blok M でした。

　ポンドック ・ インダの開発主体は、インドネシア側
と丸紅との合弁会社 PT New Greenland でした。イン
ドネシア側のパートナーは、メトロポリンタン ・ クン
チャナ（Metropolitan Kentjana）という会社にまと
まっていました。この会社自身、メトロポリタン ・ ディ
ベロップメント（Metropolitan Development）とワリ
ンギン ・ クンチャナ（Waringin Kentjana）という二つ
の会社の合弁で、ニュー ・ グリーンランドはこの合弁
会社と丸紅がそれぞれ50% を出資する形で設立したも
のです。初めはプロジェクト自体の名前も、ニュー ・
グリーンランド（New Greenland）でした。最初の開
発は、今でいう T.B. シマトゥパン通り（Jl. T.B. 
Simatupang）のすぐ北側の50ヘクタールでした。もっ
ともこの通りと高速道路ができたのは随分後のことで
す。丸紅の社宅もこのニュー ・ グリーンランドの、今
でいうブキッ ・ ヒジャウ（Bukit Hijau）周辺の２ヘク
タールぐらいの敷地に建てられてました。家族帯同者
向けの３ LDK の戸建てが10戸と単身用の寮が12室あ
りました。自分は赴任時にはまだ駐在員の中で最年少
で、その社宅はすでに先輩社員で埋まっていたため、
入れてもらえませんでした。社宅のすぐ近くに一軒家
を借りて、それが自分と妻にとっての新婚生活の場と
なりました。

　インドネシア側のパートナーですが、メトロポリタ
ン ・ ディベロップメント社は、チプトラ（Ciputra）さ

ん、イスマイル ・ ソフィアン（Ismail Sofyan）さん、
ブディ ・ ブラサリ（Budi Brasali）さんたちが作った会
社です。ブラサリさんは、後にジャバベカ（Jababeka）
工業団地の開発にも関わることになります。私も一緒
に仕事をさせてもらいました。ポンドック ・ インダの
アパートメントというと、今ではゴルフ場に面した
Apartment Golf Pondok Indah が一番有名でしょうが、
先駆けとなったのは私とブラサリさんが1992年に作っ
た Golfhill Terraces です。それが成功したのを見て、
メトロポリンタン ・ クンチャナ社が Apartment Golf 
Pondok Indah を作ったのです。ブディ ・ ブラサリさん
はもうお亡くなりになりましたが、その息子さんとは
今も仲良くしています。チプトラさんとも知り合いに
なり、その後も私がポンドック ・ インダのゴルフ場で
練習をしていると、“おお、丸紅のヤングマン！”とよ
く声をかけて下さりました。
　ワリンギン ・ クンチャナ社にはスドノ ・ サリム

（Soedono Salim：別名 Liem Sioe Liong）さん以外にも
う一人別のリムさん、リム ・ ウンキャン Liem Oen 
Kian；別名 Djuhar Sutanto）がいました。スドノ ・ サ
リムからアントニー ・ サリム（Anthony Salim）につ
ながるサリム家とは別の家族です。彼の従弟のヘン
リー ・ プリバディ（Henry Pribadi）さん、彼と仲の良
かったデディ ・ クスマ（Dedy Kusuma）さんが後にナ
パン ・ グループ（Napan Group）を作ります。イブラ
ヒム ・ リシャード（Ibrahim Risjard）さんは、この二
人と組むことが多かったです。新井さんの本ではあま
り注目されていませんが、このナパンに連なる人々も、
ジャカルタの不動産開発史では重要だと思います。い
ずれにせよ、後にジャカルタの不動産開発で大きな仕
事をすることになる人々の多くがポンドック ・ インダ
開発に関わり、ここでの経験を出発点に成長していっ
たわけです。インドネシア側の事業パートナーにとっ
ては大成功した事業でしたが、日本円で投資した丸紅
にとっては実は大きな誤算でした。1970年代から80年
代初期は円がどんどん強くなり、ルピアは弱くなって
いった時代でした。丸紅は為替差損で重い負担を強い
られ、この事業から手を引いたのです。

スディルマン通りでオフィスビルを作る

　私が赴任した1980年代に丸紅が注力したのは、スディ
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ルマン通りのオフィスビルの建築工事請負でした。背
景に、1982〜83年ごろのビル建設ラッシュがありまし
た。それ以前にも丸紅はイラク等の海外での建設工事
の請負を元請けとして受注して、コントラクター分野
で世界ランキングに乗るほど海外での建設工事を請け
負っていたのです。丸紅にとっては、十分に経験も評
判もある事業分野でした。
　当時、タムリン通りはすでにビルが多く建っていま
した。ただ、多くは低いビルでした。日本大使館、そ
の隣にロシア大使館があり、サリナ ・ デパートのビル
がちょっと高かった感じです。他方、スディルマン通
りの方は南端にラトゥ ・ プラザ（Ratu Plaza）のオフィ
スビルができていましたが、それ以外に高いオフィス
ビルはまだほとんどなかったと記憶しています。

　私は赴任するとまず半年間 UI（インドネシア大学）
でインドネシア語を勉強しながら、午後から先輩につ
いて OJT の形で仕事を覚えていきました。ちょうど丸
紅がスドノ ・ サリムさんの長男であるアルバート

（Albert Salim）さんと作ったセントラル ・ プラザ
（Plaza Sentral）が出来上がる時期でした。出来上がっ
たセントラル ・ プラザに丸紅も入居しました。開発に
は、日本輸出入銀行が融資をしてくれました。日本輸
出入銀行は物品の輸出を支援するための融資はしてい
たわけですが、それを建設工事請負という役務に対し
ても拡張したもので、当時としては画期的なスキーム
でした。
　当時の私たち商社の仕事は、プラントや機械の輸出
で、基本的には L/C 決裁で、資金回収も早く、融資を
する場合でも対政府が基本でした。オフィスビルへの
直接出資となると減価償却上の負担が重く、損益計算
書上で利益が出るのに長い期間がかかります。それで
は社内で許可がもらえません。直接出資しない代わり
に、施主となる相手に事業を提案し、ファイナンスを
手配するやり方をいろいろ工夫することで仕事を作っ
ていきました。表面的には日系の銀行から施主に融資
をしてもらい、その融資に対し裏で私たちが保証をす
る、という形です。その保証に対して我々は土地建物
の抵当権をもらいました。また、建設工事をゼネコン
と一緒に受注することにより、建設工事からも利益を
確保。他方ファイナンスの手配に対しても、施主から

アレンジメント ・ フィーをもらうことで、ある程度の
利益を確保しました。これによって資金利益率が社内
基準を上回り、承認が得られたわけです。もちろん保
証にはリスクが伴うので、プロジェクトそのものの適
切性についてはシミュレーションやリスク分析をしっ
かり行いました。不動産は、立地がすべてなので、ま
ずは、立地条件を調査 ・ 分析しました。また、請負代
金を確実に回収するため、出来上がるビルの賃貸収入
が入る口座は我々の側が確保するよう取り決めておき
ました。それでも、完成したビルのテナントが埋まら
ず賃貸収入が予想通りに入らないリスクはあります。
万一そうなった時、施主となる相手が足りない部分を
用立ててきちんと払ってくれそうか、信用性を見極め
ることも大事でした。
　ポンドック ・ インダ事業の大きなロスで慎重になっ
た丸紅は、建設工事請負の立場で手がけたのですが、
他の商社はもっと直接的な関与をしていたと思います。
住商はスミットマス ・ ビル（Summitmas Building）、
三井物産はヌサンタラ ・ ビル（Wisma Nusantara）、そ
して伊藤忠はジャカルタシアター隣のスカイライン ・
ビル（Menara Cakrawara）にそれぞれ直接出資して
いました。三井の場合は、戦後賠償事業の木下商店の
時代からの連続性があって、その後三井とトーメンが
コスゴロと軍と提携する形で事業をしていたのです。

　スディルマン通りの北端のランドマーク・ビル（Land-
mark Building）は熊谷組が建てたのですが、丸紅はそ
の鉄骨を売るような形で関わっていました。それから、
その隣りのウィスマ ・ インドセメント　（Wisma 
Indocement）、これはサリムグループの本拠地のよう
なビルで大成建設が建てたものですが、この建設にも
関わっています。BRI ビル（Gedung BRI）には、建設
資金を融資しました。このビルは、もともとメトロポ
リタン ・ ディベロップメント社が施主で、経緯はわか
りませんが、後にそれをBRI（Bank Rakyat Indonesia）
に売ったものです。
　1985年には、ルディ ・ スリアワン（Rudy Suliawan）
さんが施主となったミッドプラザ（MidPlaza）の第１
ビルを私が担当しました。ミッドプラザという名前は、
スディルマン通りの真ん中に立地しているからだと思
います。ミッドプラザの場合は、それまでヌサンタラ ・
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ビルに入居していた東京銀行さんが狭くて移転を検討
している、という情報を聞きつけ、それならば私たち
が東京銀行さん用のオフィスを作りましょう、と提案
したものです。ミッドプラザ１の地上部分が前に大き
く張り出しているのは、東京銀行の１階店舗スペース
をできるだけ多く取れるように設計したからです。こ
のビルでは、東京銀行が土地建物を担保として融資を
実行、うち一部を丸紅が保証するというスキームでや
りました。こういった事業スキームに関しては、本当
にいろいろ考えて工夫しました。ルディさんは、第１
ビルに続いて、その裏に第２ビルを建設することとな
り、私は、その建設工事と融資にも関わりました。

　理由はわからないのですが、当時のスディルマン通
りは、北と南の端で高さ制限が一番ゆるく、真ん中が
一番厳しいため、都市線的にはすり鉢状の形になって
いました。スマンギ立体交差のあたりがすり鉢の一番
底のような形になっていたのです。通りの南端はラ
トゥ ・ プラザ（Ratu Plaza）で、これはラトゥ ・ サヤ
ン ・ グループ（Ratu Sayang Group）のヘンリー ・ オ
ンゴ（Henry Onggo）さんのビルですが、オフィス部
分は31階建です。通りの北端のランドマーク ・ ビルは
32階建てです。ところが真ん中のセントラルプラザは
21階建て、ミッドプラザは19階建てという風に、真ん
中がずっと低くなっていたわけです。

　80年代はオフィスビルの建設が進んだ一方、高層ア
パートメントの建設はほとんど進みませんでした。ア
パートメントの各戸を別々の個人が所有する区分所有
の法規が整備されておらず、分譲できなかったのです。
これでは、地主であるオーナーさんが一棟まるごと作っ
て賃貸に出す、といった形しかできませんでした。私
は日本のようなアパートメント分譲事業がしたくて、
日本の区分所有法を一生懸命インドネシア語に訳して

「こういった法規を作った方がいいよ」と働きかけたの
ですが、実際に規定が整備されたのは1993年頃だった
と記憶しています。

マンガ ・ドゥアで卸売センターを作る

　商業施設では1986〜87年に、ジャカルタ北部のマン
ガ ・ ドゥア（Mangga Dua）にパサール ・ パギ（Pusat 

Glosir Pasar Pagi Mangga Dua）を建てました。ジャ
カルタのチャイナタウンの商業の重心が東に移動する
大きなきっかけとなった事業です。もともとはコタの
中心から少し西、アセムカ通りの周辺にパサール ・ パ
ギという市場街があり、上野のアメ横のように、小さ
なキオスクが密集していました。見るからに汚くて雑
然としていたのですが、そこが実は繊維関係の全国的
な卸売の中心だったのです。そこにフライオーバーを
建設するため移転の話が出たので、マンガ ・ ドゥアに
その機能を誘致して引っ張ってきたわけです。
　マンガ ・ ドゥアは、ジャカルタ首都特別州の土地で、
当時はただの湿地でした。そこをエカ ・ チプタ ・ ウィ
ジャヤ（Eka Tjipta Wijaja）一族のシナールマス ・ グ
ループ（Sinar Mas Group）が、真ん中に道路を作る
から、という条件で払い下げてもらいました。開発を
担ったのが、同グループの子会社ドゥタ ・ プルティウィ

（Duta Pertiwi）です。同社は何もない湿地にまず道路
（Jl. Mangga Dua Raya）を作り、その土地の西端の 
一角をナパン ・ グループに売却したのです。だから、
意外かもしれませんが、あのエリアでパサール ・ パギ
だけはナパン ・ グループの事業です。丸紅が一部保証
をする形で、大和銀行系のプルダニア銀行（Bank 
Perdania；現 Bank Resona Perdania）にファイナンス
をしてもらいました。当時ジャカルタに進出していた
日系の銀行は大和プルダニアと東京銀行だけでした。
そのプルダニア銀行が開業30周年で何か記念になるよ
うな融資を実現したいと考えていて、それを耳にした
私たちが例によって保証役になる形で、ナパン ・ グルー
プとの間を取り持ったわけです。
　ナパンにファイナンスをするために土地の抵当権を
設定する必要があったのですが、この土地の権利関係
はオランダ時代に遡る諸権利が複雑に錯綜していまし
た。順序としては州政府から土地の払い下げを受けた
ドゥタ ・ プルティウィ社がまず土地への権利をまとめ
た上で HPL（土地運用権）から HGB（建設利用権）に
転換し、その名義をナパン ・ グループに書き換える必
要がありました。それがなかなか進まなかったのです。
シナール・マスはまだその当時はそれほど大きなグルー
プではなく、不動産開発分野での経験もあまりありま
せんでした。ドゥタ ・ プルティウィ社も、コタの方に
小さな事務所を構えるだけで、社長のモクタル ・ ウィ
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ジャヤさんも、当時はコタのどこにでもいる普通の華
人男性といった風貌の方でした。抵当権の設定がもた
ついている間にもパサール・パギの工事はすでに始まっ
てしまい、あせった私はドゥタ ・ プルティウィ社に何
度も通い、この土地の権利についてもいろいろ調べた
ものです。
　私自身大変苦労した思い出のある事業ですが、でき
たパサール ・ パギは結果的に大成功しました。中をみ
るとわかるように、２×４メートルの小さな商業スペー
ス（kios）にぎっしりと分けて、分譲されています。
当時こうした小規模商業スペースの区分所有を裏づけ
る法規定はなかったのですが、売り手 ・ 買い手とも従
前からあったキオスク売買の慣習に則る形で取り引き
し、成功してしまったわけです。入居したのは、繊維
関係の卸売商人です。こんな小さなスペースを卸売店
舗にすると言ってもなかなか信じてもらえず、私が企
画準備段階で社内を説得する時も散々苦労しました。
しかし調べればわかるのですが、あそこに置いてある
のは基本的に商品サンプルだけです。工場も倉庫も別
の場所にあり、大量の注文を受け、全国に販売してい
ます。あんな小さなスペースを持っている商人たちが
実は大金持ちで、都心の超高級住宅街メンテン（Men-
teng）に屋敷を持っていたり、高級外車に乗っていた
りするわけです。
　パサール ・ パギの成功は、繊維関係の商売人の流れ
を、コタ駅の西側から東側に変えてしまいました。何
もなかったマンガ ・ ドゥアは活気づき、残りの土地を
持っていたシナール ・ マスに大きな利益をもたらしま
した。ドゥタ ・ プルティウィ社は土地を売った利益で
自社開発のエリアを拡大し、自身もパサール ・ パギと
同じビジネスモデルで巨利を得て成長していくことに
なります。1993年には、マンガ ・ ドゥア ・ モール

（Mangga Dua Mall）と、タムリン通りの BII プラザ
（BII〔Bank International Indonesia〕の本社ビル）の
二つのプロジェクトをまとめて丸紅が受注しました。
どちらもシナール ・ マス傘下の事業です。私はドゥタ ・
プルティウィ社の担当責任者をしていた華人の役員の
方と大変仲良くしてもらっていたので、融資を助ける
ことを条件に、丸紅が二つまとめて受注できたのです。
会社全体としても、当時パルプなどコモディティのビ
ジネスで、シナール ・ マスと関係が深くなっていたこ

とも、背景にあったと思います。ちなみにその役員の
方は、今も不動産の師と仰いで相談に乗ってもらって
います。
　完成した BII の本社ビルに、丸紅もインドネシアで
の本部を移しました。去年アストラ ・ タワー（Menara 
Astra）に移るまで、ずっとここが拠点でした。豪華
なビルだったのですが、移転した当初は同僚にずいぶ
ん文句を言われたものです。丸紅駐在員の社宅は南ジャ
カルタのポンドック ・ インダで、タムリン通りの方が
以前のスディルマン通りより遠くなります。おまけに
道路の東側にあったので、南から来ると一度 U ターン
が必要でした。渋滞が激しいジャカルタではずいぶん
通勤時間に差が出たわけです。ちなみに丸紅のジャカ
ルタオフィスは最初がラトゥ ・ プラザ、次がセントラ
ル ・ プラザ、その次が BII プラザで、移るたびに北に
なって社宅から遠くなり、私はそのつど同僚からめちゃ
くちゃ怒られたものです（笑）。

MM2100工業団地

　1980年代後半に、丸紅はタイのラッカバン（ラート
クラバン）に、約200ヘクタールの工業団地を作りまし
た。折からプラザ合意の超円高の影響で日本の製造業
がタイに競って進出していた時期でしたので、この工
業団地の土地は開発しているそばから飛ぶように売れ、
完成した時にはすでに完売という大成功でした。これ
は良いビジネスだというので、会社の方針としてイン
ドネシアとフィリピンでも同様の工業団地を作ること
になったのです。
　私は1989年４月に、ジャカルタ駐在を終え日本に帰
りました。帰るとさっそく、インドネシアの工業団地
開発を担当しろ、と命令を受けました。これがジャカ
ルタの東のブカシ（Bekasi）県のチビトゥン（Cibitung）
に造った MM2100工業団地の始まりです。最初は240
ヘクタールで、タイの経験からも適正規模だと思いま
した。今のように巨大なものに拡張するとは、当時は
思いもしませんでした。ちなみに、同時期に丸紅がフィ
リピンで作ったのがファースト ・ キャヴィテ（First 
Cavite）工業団地です。
　MM2100の立ち上げ時には日本の丸紅本社で働いて
いました。マスタープランの設計から社内の稟議を取
り、許認可を持っていたBekasi Fajar Industrial Estate
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社（BEFA）との合弁会社の設立、ファイナンスの手
配、入居企業を探す販売まで自分が担当でやりました。
営業のために日本中を飛び回りました。進出１号となっ
たのが Sony の工場です。Sony さんは最初フィリピン
を検討していたのですが、マルコスが失墜した政変で
急きょフィリピンをやめてインドネシアになると聞い
たので、何度も Sony にお邪魔して土地を買ってもらっ
たのです。よく考えると当時私は30歳で、よくそんな
大プロジェクトを私のような若手にやらせたものだと
思います。これは丸紅の社風あってのことですね。丸
紅は「とりあえず、やってみろよ」と、若手に大きな
仕事をまかせる社風なのです。時代的に言っても、今
のようにリスク、リスクと言って萎縮しない、良い時
代だったと思います。
　MM2100にあたっては、インドネシアでの土地法制
を中心とした不動産開発の勉強をしていた経験がとて
も役にたちました。当時、丸紅本社の法務の課長レベ
ルの方が、仕事で頻繁にジャカルタに来たので、その
方と一緒に現地の弁護士に会いに行ったのです。法務
の方は専門家ですから、私一人だったら決して思いつ
かないような質問をするので、隣りで聞いていて大変
勉強になりました。
　立地は、はじめからチビトゥンありきだったのでは
全然ありません。適当な用地を探して、首都西側のタ
ンゲラン（Tangerang）県もずいぶん調査しました。
当時西側へ延びる高速道路はタンゲランまでしか完成
しておらず、タンゲラン県では高速道路に近いエリア
に十分な広さの土地がなかったのです。まとまった土
地といってもあるのはせいぜい30ヘクタールか40ヘク
タールでした。タイの成功事例から200ヘクタールは欲
しいと考えていた私たちの条件と合いませんでした。
　土地を探していた時に提案してきたのが、テ ・ ネン ・
キン（The Ning King）さんでした。テさんは福建系
の華人で、バンドン出身です。繊維部門でインドネシ
アを代表する企業グループを、一代で築き上げた人で
す。彼の話では、スハルト体制初期の頃、工業化を進
めるために、スハルトさんが主だった華人企業家を集
めて「おまえは繊維をやれ」という風にそれぞれに注
力すべき分野を割り振ったのだそうです。彼の率いる
アルゴ ・ マヌンガル ・ グループ（Argo Manunggal 
Group）と丸紅との付き合いは非常に長く、繊維 ・ 紡

績関係の工場は、すでに10箇所以上一緒に作っていま
した。この時もちょうどグループ会社であるアルゴ ・
パンテス（Argo Pantes）社がブカシ県で新しい紡績
工場を作る計画を耳に挟み、調べた末に、いっそここ
に工業団地も一緒に作りましょう、という話になった
のです。
　1989年に民間の工業団地開発が解禁されたのと時を
同じくして、アルゴ・マヌンガルがBekasi Fajar Indus-
trial Estate 社（BEFA）を設立し、500ha の立地許可
決定書（SK Izin Lokasi）を取得しました。私たちが
SK と呼んでいるものですね。その子会社として丸紅
と BEFA が出資して、Megalopolis Manunggal Indus-
trial Development（MMID）社を1990年に設立しまし
た。BEFA の子会社とすることで、BEFA の持ってい
る SK を MMID が使えるわけです。この SK がカバー
している500ha のうち240ヘクタールを使って工業団地
を始めました。
　MM2100の立地となった場所は高速道路の南側です。
ここはもともと畑やレンガの素焼きをしていた場所で、
水田ではありませんでした。土を掘ってその土を固め
てレンガにする、そんな用途をしていた場所だったの
で、痩せた土地でした。ただし土地は見事なまでにフ
ラットで、その点は立地を選ぶ上で評価した点の一つ
です。土地の所有は分散していたので、買収して権利
関係を整理する仕事はアルゴ ・ マヌンガル側が行い、
外資企業である MMID 社はそれをアルゴ ・ マヌンガル
から買う形となりました。
　Sony の次に、進出したのはパナソニック（松下寿電
子工業）で、アメリカ輸出向けの VHS タイプのビデ
オデッキの迂回輸出の拠点としてでした。この時パナ
ソニックさんが進出の条件として、MM2100の中に投
資や輸出入の手続きが簡単にできるような輸出加工区

（EPZ）をつくって欲しいと要望してきました。当時、
輸出加工区に指定されていたのは、タンジュン ・ プリ
オク（Tanjung Priok）港に近い国有の Kawasan 
Berikat Nusantara というエリアだけでした。いろいろ
調べて政府にかけあい、MM2100が民間の工業団地と
して初めて EPZ 指定地域となりました。当時としては
大きな達成だったのですが、その後工場単位で保税工
場（EPTE）として指定を得る形に制度が変更になっ
たため、この時の地域としての EPZ 指定そのものは意

112

都市創造学研究　第４号



味がなくなってしまいました。
　第１期の240ヘクタールの分譲途中だったのですが、
高速道路から直接進入できるアクセス道路を作るため
に、1992年頃に追加の第２期120ヘクタールの開発を同
時に始めました。その時も私が担当したのですが、当
時の丸紅の不動産部門を統括している常務は繊維部門
の出身でテさんと仲が良かったので、「在庫を急いで減
らすため、どんどん売れ」とハッパをかけられました。
進出企業を探して全国に営業に行きました。
　その後日本のバブルが崩壊したので、日系企業の進
出は一時停滞しましたが、1995年から96年にかけて２
度目の円高と進出ブームがありました。MM2100の第
１期 ・ 第２期分ともに1996年に売り切りました。そこ
で第３期を始めようという話となり、1997年から既存
の区画の東側に広げる形で、新たに445ヘクタールを開
発したのです。
　なぜジャカルタの東側であれほどの大型事業ができ
たのかと考えると、1993年の規制緩和パッケージで開
発立地許可の SK の権限が強化されたことが最大の秘
訣だったのでは、と思います。インドネシアでは、土
地所有者は結局この SK の所有者にしか土地を売れな
くなりました。これは弊害もあるのでしょうが、土地
マフィアの暗躍を防ぎ、秩序ある形で工業団地の開発
が進んだ原因だったと思います。
　別々のデベロッパーの事業が拡張した結果、期せず
して MM2100から EJIP、そして高速道路の北側のジャ
バベカからデルタマスまで数珠つなぎのように大型工
業団地ができました。今では MM2100と EJIP が産業
道路という新道によって一続きの工業団地のようにつ
ながりましたが、始めのうちは相互に相当離れた事業
だったし、あとで帯のように連続するなど予想もしま
せんでした。EJIP と MM2100の連結は、ブカシ県政府
の要請です。2006年頃からブカシ県やジャサマルガ（高
速道路運営会社）から繰り返し要請があったのですが、
私は簡単には承諾できませんでした。MM2100は高速
道路にはつながっていたのですが、高速を横切ってそ
の北の一般道とつながる橋がありませんでした。高速
を横切る橋は、MM2100から少し離れた場所にある一
本だけ、しかもトラックが通れないような小さな橋で
した。トラックが通れるような橋をもう一本作ってく
れ、そうしたら EJIP とつながる直通道路をつくって

も良い、と交換条件で交渉をしていたのですが、ブカ
シ県政府は全然動きませんでした。ところが最近になっ
て、ブカシ県政府は予算を組んで、ついに橋をもう一
本作ってしまいました。そこで、私たちも約束を守っ
て EJIP と直通する道路を２年ほど前に作ったのです。
つながることで EJIP 方面からの車両が MM2100を通
り抜ける弊害はあるのですが、そもそも複数の工業団
地をまたがった部品等のやりとりが結構あります。そ
の物流が、これまでそのつど高速道路を経由する必要
があったのが最大の問題でした。橋と産業道路を整備
することで、高速道路を介さず東の EJIP、高速道路北
側のジャバベカと直接行き来できるようになったこと
に意味があります。

コタ ・ウィサタについて

　MM2100の第３期を始めるのと軌を一にして、丸紅
はシナール ・ マス ・ グループのドゥタ ・ プルティウィ
社と組んでコタ ・ ウィサタ（Kota Wisata）という
ニュータウンの開発を始めます。1996年からプロジェ
クトを始め、実際に売り出したのは1998年頃だったと
思います。400ヘクタールの広大な土地に、年間1000
戸、10年かけて計１万戸を売りましょう、という大き
な計画でした。先に述べたように、シナール ・ マスか
らは1993年にマンガ ・ ドゥア ・ モールと BII プラザ ・
ビルの二つの仕事をもらっていました。次に何か一緒
にやりましょうという時、彼らは工業団地に関しては
すでにカラワン県で伊藤忠と組んで開発を始めていま
した。それではうちとは住宅開発をしましょうという
流れになったのです。
　住宅事業でいうと、実はポンドック ・ インダ以来の
縁で、1980年代にメトロポリタン ・ クンチャナ社から
BSD（Bumi Serpong Damai）と PIK（Pantai Indah 
Kapuk）の二つのニュータウン開発にも誘われたこと
もあったのです。私がフィージビリティー ・ スタディ
を担当したのですが、丸紅が関与するにはちょっと事
業規模が大きすぎ、開発が長期にわたるということで
お断りしました。
　私自身はその後 MM2100の流れで社内では工業団地
の専門家のような存在となり、1996年当時はフィリピ
ンに移りマニラの南バタンガス州でリマ・テクノロジー
センター（Lima Technology Center）開発の立ち上げ
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を担当していました。そのため、コタ ・ ウィサタには
直接関わっていません。コタ ・ ウィサタは大きなプロ
ジェクトでしたので、他のパートナーを誘いました。
シナール ・ マスの側は、保険事業で組んでいた韓国の
LG、丸紅はタイの Land&House を誘いました。この
企業はタイの住宅開発や商業施設開発のパートナーで、
非常に良い関係だったので、このプロジェクトにも誘っ
たわけです。
　道路を整備し、テーマパークを作ったり、カンポン ・
チナという商業区画をつくり、またインドネシアの大
型ニュータウンとしては、ほぼ初めて、全部の住宅区
画をテーマ化したクラスターに分けて開発 ・ 分譲しま
した。新しいアイデアを惜しみなく盛り込んだ斬新な
プロジェクトでした。しかし結果的には、コタ ・ ウィ
サタ事業は丸紅にとって、ポンドック ・ インダの二の
舞になりました。ちょうどアジア通貨危機が起こって
ルピアの価値が暴落したため、円で投資した丸紅にとっ
ては大変重い負担をこうむることになったのです。住
宅はルピア建で売ります。ルピアの価値が５分の１に
なったからといって、それに対応して住宅価格を５倍
に引き上げたら、まったく売れなくなってしまいます。
大きなロスをした上に、すでに買収してしまった土地
在庫を売るために、追加でさらに融資するはめになり
ました。何しろ現地パートナーであるシナール ・ マス
は、通貨危機のあの頃はお金を持っていませんでした。
ルピアで考えれば住宅は非常によく売れましたし、イ
ンフラの整った良い住環境を安く手に入れた居住者も
満足でしたでしょうが、丸紅にとっては労多くして益
なしでした。ですから、私自身は、「この案件は、丸紅
の CSR 事業として、インドネシアに大いに貢献でき
た」と言ったものです。丸紅のお金でこの地域のイン
フラを整備し、きれいに整った街をつくってあげた気
分です。最初に撤退したいと言ってきたのは Land & 
House でした。何しろタイ自体が通貨危機で大変なこ
とになったので、耐えきれなくなったのでしょう。声
をかけたのが丸紅だったので、撤退の際も、丸紅が手
伝いました。最終的に我々も LG もみな、株式をシナー
ル ・ マスに売却して手を引きました。その後、シナー
ル ・ マスは、この事業で大いに名声と経験をつみ、成
長しました。丸紅はこの事業のためシナール ・ マス側
の社員の人材教育もずいぶん手伝ったのですが、ここ

で育てた人材をシナール ・ マスは後にごっそりタンゲ
ランの BSD City に持っていってしまいました。丸紅
だけでなく、外資はみな多かれ少なかれこうした経験
があると思います。やはり外資企業には、長期にわた
る大きな不動産開発はやれないです。為替リスクが大
きすぎます。

再びジャカルタへ

　私が駐在員としてインドネシアに戻ってきたのは
2003年です。この時には社内ではすでにコタ ・ ウィサ
タは尾を引いており、どうやって幕を引くのかしか考
えていませんでした。最終的に持ち株をシナール ・ マ
ス側に売ったのは2010年代に入ってからだと思います。
　私の方は、MM2100の合弁会社（MMID 社）をまか
され、その経営に注力しました。何しろ180ヘクタール
の在庫の土地と90億円の借金を抱えていました。どう
やってこれを売るか、ということばかり考えていまし
た。１年間に10ヘクタールから15ヘクタールしか売れ
ない時期でした。年に15ヘクタール売れても売り切る
のに10年以上はかかるな、と考えていました。ただ、
悲観はしていませんでした。2000年代初頭というと、
インドネシア国内の政情が安定しておらず、毎年のよ
うに大きな爆弾テロが起こったり、地方で内戦が続い
ていた時期です。外からは危ない国だと見られていま
した。しかし中から見れば、この国が成長を続けてい
るのがはっきりと見えたのです。いろいろな面が良く
なっていたし、労働者の賃金も上がっていました。
　労務問題や地域社会との関係に集中的に取り組んだ
のもこの時期です。MM2100は、行政的には５つの村

（desa）にまたがっています。BEFA 開発の部分を含
めると８つです。2000年代初頭には、「地元の子弟に
もっと雇用を」といったデモもしばしば起きていまし
た。その他、荷物を積んだトラックに押し寄せて荷下
ろし役務を押し売りする集団がいて、入居企業は悩ま
されました。また、工場から出る産廃の処理事業の利
権をめぐっても、マドゥーラ人の業者や地元の業者の
利害が入り乱れてトラブルが起きていました。
　私も、なんとか地元の村と良い関係を作りたいと考
え努力しました。村長たちにも積極的に会いましたし、
CSR 活動もいろいろしました。産廃利権をめぐる争い
に対しても、各方面と協議しながらルールを作ってい
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きました。雇用に関しては、決めるのは工業団地運営
会社でなくそれぞれの入居企業さんです。職種は問わ
ないからもっと地元子弟を雇用してほしいと協力を要
請しました。短期的にできるのは警備員、植栽スタッ
フ、社員食堂等の周辺的な仕事がせいぜいで、長期的
に鍵となるのは、地元人材の教育水準を高めることで
した。入居企業さんの側にも、本来地元から優秀な人
材を雇えるなら交通費も節約できて良い、という声も
あったのです。CSR で村の学校の先生を対象とした教
育訓練プログラムを実施し、最貧困層の子弟に対して
は、奨学金を支給し、学用品もすべて支給しました。
いったん始めると、最貧困層以外の家庭からも学用品
の要求が次々出てきたので、結局全子弟が対象となり
ました。その後小中学校教育が無償化され、奨学金は
不要になりましたが、学用品支給については、ずっと
継続してやってきました。こうした取り組みの延長で、
私は有志と協力してミトラ ・ インダストリ MM2100工
業高校（SMK Mitra Industri MM2100）を設立するこ
とになります。
　モスク（イスラム教礼拝堂）を作ったのも、2005年
〜2006年にかけてです。住民や労働者の大部分はムス
リム（イスラム教徒）ですので、工業団地の公共 ・ 社
会施設の一つとして、やはりモスクをつくるべきだろ
うと思いました。ちょうど一緒に働いていた役員の一
人がジャワ人で敬虔なムスリムの方で、彼と相談しな
がら会社で予算取りをして、モスクを建設しました。
　最終的に労務問題等が落ち着いていったのは、雇用
情勢の改善によってです。2005年ごろからオートバイ
の販売ブームが起こり、インドネシアのオートバイの
生産台数は年400万台から年800万台へと急激に増えま
した。このブームに合わせて少しづつ土地を売ってい
きました。2006年に Astra Honda（本田技研とインド
ネシアのアストラグループ合弁会社）が進出し、30ヘ
クタールの土地を買ってくれました。続いて２輪車の
部品会社が土地を買ってくれました。2010年代になる
と４輪車もブームとなり、その関係企業の進出ラッシュ
が起きました。地元にも仕事が入ってくるようになり
ましたし、MMID 社としても土地在庫をこの時に売り
まくり、借金を返し、在庫は売り切りました。ただし、
BEFA 社単独で開発分譲した分も売れてきていたの
で、アルゴ ・ マヌンガル ・ グループは2012年にこの会

社を上場させました。上場を主導したのはテ ・ ネン ・
キンさんの息子さんで、彼が私に「この会社に移って
上場を手伝ってくれないか」と頼んできたのです。こ
の時私は54歳でした。丸紅の定年は58から60歳です。
あと５年待って退職してからでも相手側は受け入れて
くれるだろうとは思ったのですが、不動産開発はタイ
ミングが重要です。５年先のことはわかりません。イ
ンドネシアの GDP が伸びている今の方が事業成功チャ
ンスは高く、面白い仕事ができそうでした。思い切っ
て丸紅を辞め、BEFA に移籍したのです。この国に骨
を埋める覚悟でした。

　過去の事業を振り返ってみると、やはり長期にわた
る不動産開発は外資にとってはハードルが高いという
のが実感です。ポンドック ・ インダやコタ ・ ウィサタ
などの住宅分譲事業は、外貨で投資してルピアで収益
を得るビジネスだったため、為替変動で大誤算をして
しまいました。一方、工業団地は、日系を中心とした
外資企業への販売でもあったため、ドルで借りた資金
で開発して、できた工業用地もドル建てで売ったので
為替リスクの面では安全だったのです。ただし、2013
年ごろに国内での不動産売買はルピアで取引する法令
ができ、今では工業団地でもルピアで売買しなくては
なりません。
　為替リスクを考えるなら、収入がルピアの事業なら
ば、資金調達もルピアでするのが本筋です。ただ実際
にはそう簡単ではありません。ルピアでの借り入れは
金利が高いからです。工業団地は長期かつ巨大な初期
投資が必要な事業です。資金を年利10数 % で10年間借
りたとして、金利分、毎年土地やサービスを10% 値上
げできるかというと無理です。BEFA に移籍した現在
も、資金の調達コストを下げるために、為替リスクに
慎重に注意しながら、外貨でも借りています。

次の30年

　BEFA 社が設立されたのは1989年なので、今年は設
立30周年を迎えました。MM2100工業団地としては、
1990年に創業なので、来年2020年が創立30周年になり
ます。

　次の30年の目標は、MM2100全体をジャカルタ東隣
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の自立したサテライト・シティーにすることです。ジャ
カルタに行かなくても、教育も仕事も生活も完結でき
るような都市にしたいのです。現在、周辺の交通イン
フラ整備が急ピッチで進んでいるため、今後コネクティ
ビティは大きく改善します。すでにエンソー ・ ホテル

（Enso Hotel）、オフィスビル（BEFA SQUARE）、病
院（Rs Graha MM2100）をオープンさせ、敷地内に
は、BEFA 社の関連企業であるバサンタ社がマンショ
ンやショッピングセンターの建設を進めています。た
だし、オンラインショッピングが急速に普及していま
すので、私自身は物を売るだけのショッピングモール
ではなく、そこに住む人たちが利用してくれるライフ
スタイルモールのようなものが必要と思っています。
　現在、最も関心があるのは教育分野です。有志の方々
と作ったミトラ ・ インダストリ MM2100工業高校

（SMK Mitra Industri MM2100）からは、幸い優秀な
卒業生が次々と育っています。今では地元の子弟でも

工業団地内の企業で活躍できるようになりました。し
かし、インドネシアに求められる工業の水準も仕事の
水準も今後どんどん変わってくるでしょう。組み立て
よりもっと付加価値の高い仕事へ移るべく、インドネ
シアで販売する製品の研究開発がインドネシアででき
るようにするためにも、より高い教育ニーズに応えら
れる施設を充実させることが重要です。バサンタ社開
発エリアには、バンドン工科大学の大学院の誘致に成
功し、産学連携プロジェクトを進めたいと考えていま
す。これをきっかけとして、高校から、大学、大学院
と一貫したさらなる高等教育機関の整備が、次の大き
な課題だと考えています。
 （インタビュー ・ 文章構成：新井健一郎）

謝辞： 原稿には小尾吉弘氏に加え、宮島伸彦氏にも目
を通していただき、文章校正に関してご助言を
得た。記して感謝する。

 

解　説
　　　　　　　　　　　　　　　　　新井　健一郎

はじめに

　この回想録は、現 Bekasi Fajar Industrial Estate 社
社長小尾吉弘氏へのインタビュー記録である。小尾氏
は元丸紅社員であり、1980年代初頭に駐在員としてジャ
カルタに赴任して以降、日本とインドネシアの間を行
き来しながら、40年近くにわたって、インドネシア関
係の仕事に多く携わってきた。
　インタビューは2019年３月23日にジャカルタで行わ
れ、その後小尾氏と確認を取りながらインタビュー内
容を新井が整序、文章化した。全体として、ジャカル
タ赴任以降の小尾氏の仕事内容、特にインドネシア首
都圏の都市開発に関係した仕事の全体を振り返る回想
録となっている。
　インタビュー記録は、ジャカルタの開発史において
極めて重要な証言が数多く含まれており、高い資料的
価値を有すると判断したため、小尾氏の承諾を得た上
で、全文を掲載することにした。
　インタビュー記録自体、時系列と事業分野の共通性
から「ポンドック ・ インダ」「スディルマン通りでオ
フィスビルを作る」「マンガ ・ ドゥアで卸売センターを

作る」「MM2100工業団地」「コタ ・ ウィサタについて」
「再びジャカルタへ」「次の30年」と整理してあるため、
読者はジャカルタに半生を捧げてきた元商社員の回想
録として、解説抜きで読み、理解することができる（以
下「回想録」と略記）。その意味で以下の解説は蛇足だ
が、インドネシアの首都圏開発史に対する筆者のこれ
までの理解に照らす形で、筆者にとって啓発的であっ
た点を列記する。

１�．インドネシア首都圏の開発史全体の文脈で
の意義

　まず、本回想録の全体としての意義は、1970年代以
降のジャカルタの都市空間形成において、日本の総合
商社（この場合丸紅）が、表面に見えるよりはるかに
大きな役割を果たしてきたことの証言となっているこ
とである。本回想録で丸紅が関与した事業として挙げ
られているものは、①スハルト体制初期を代表する大
型高級住宅街区の開発（高層アパートメントも含む）、
②都心 CBD となるスディルマン通りとタムリン通り
の高層オフィスビル、③スハルト体制末期から2000年
前後に一世を風靡した分譲型卸売 ・ 小売ショッピング
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センター、④同じくスハルト体制最末期から2000年前
後の代表的ニュータウン、⑤首都圏東部の大型工業団
地、である。居住用不動産とニュータウン、オフィス
ビル、ショッピングセンター、工業団地であり、開発
業者としての主要投資領域を一通り網羅している。も
し地場のインドネシア企業であれば、不動産業界大手
の一つとして認知されておかしくない事業内容である。
にも関わらず、ジャカルタにおいて丸紅や他の総合商
社は、工業団地分野を除くと、一般に大手開発業者と
して認知されていない。
　スカルノ体制期、大統領が強く主導する形で行われ
た様々な首都開発事業に、東日貿易や木下商店など日
本の商社が深く関与したことはよく知られている。首
都中心部に建設された記念碑的な建物やモニュメント
の資金と建設役務が、日本の戦後賠償事業や、それと
関連したスカルノ大統領の個人的ファンド（革命資金）
等から出されたからである。これらに関しては筆者も
論じたことがあるし、また東日貿易社員としてサリナ
百貨店や独立記念塔建設の最前線で関与した故桐島正
也氏の回想録作成に、倉沢愛子氏と並んで参加してい
る［倉沢2011］［新井2012：１章］。
　これら「スカルノ大統領の遺産」中、ジャカルタ最
初の超高層オフィスビルとなったヌサンタラ ・ ビル

（Wisma Nusantara）は、スカルノ大統領任期中に完成
せず、建設が一旦中座した後、スハルト期の1970年代
に完成した［新井2012：17-19］。しかし、それ以降の
ジャカルタの都市開発における日本の商社の足跡は、
現在でも営業中の巨大工業団地群を除くと、あまり注
目されてこなかった。
　筆者自身、1980年代以降の首都圏の不動産開発の主
役となる大手地場開発業者の資本蓄積過程、特に郊外
の大型ニュータウン開発を通じたそれにおいて、日本
の戦後賠償事業と ODA（特に高速道路整備計画）、大
手コンサルティング会社等が非常に深く関与してきた
ことは論じてきた［新井2012：１章 ・ ３章 ・ ５章］。し
かし、都心のオフィスビル開発に関しては、1980年代
末の金融緩和措置が引き起こした開発ブームの視点か
らしか語っていない。小尾氏の回想は、この CBD 形
成史における日本の商社の活動に、あらためて注意を
促すものとなっている。
　小尾氏の証言の二つ目の一般的意義は、総合商社の

開発業者としての巨大な役割だけでなく、それが目立
たなかった理由も説明している点である。
　その理由は、概ね以下に整理できる。
⑴ 　消費者に対する販売の前面に立ってきたのがパー

トナーとなった地場企業であったこと（①②④）
⑵ 　為替差損で打撃をうけて、パートナー企業に株式

を売却して撤退したこと（①④）
⑶ 　法的に施主となったのは地場企業家であったため、

開発業者としての役割が表面からは見えなかったこ
と（②③）

　⑵のポンドック ・ インダやコタ ・ ウィサタの事例は、
外資系企業が不動産開発をする上で為替リスクがいか
に大きな障害となるかを示している。また、⑶のよう
に地場企業家を施主として裏方に回る手法も、為替リ
スクで長期投資ができないことが、理由の一つとなっ
ている。これらは、仮に外資系企業が資本規模や技術
の面で大きな優位性を持っていた場合でも、大手開発
業者としての地位を確立することが難しいことを示し
ている。別の角度からみれば、大手開発業者として認
知されずとも、⑶のような間接的な投資形態で工夫す
れば、十分利益をあげることができたとも言える。
　本号に掲載された筆者論文［新井2020］が示すよう
に、現在は北京政府の一帯一路戦略が刺激となり、中
国資本のインドネシア首都圏での不動産投資が活発化
している。こうした現在の動向を分析する際も、1970
年代から90年代の日本商社の投資活動からの連続性や
違いを考えることで、得られる示唆は多いはずである。
　以上の一般的な意義とは別に、個別に言及された事
業一つ一つも、開発時点での周辺の状況を考えると、
首都圏で先駆的な意味をもった事業が列挙されており、
驚かされる。回想録本文を読むだけでその意義を概ね
理解できる点もあるが、以下個別事業に関しても、若
干の補足を行う。

２．ポンドック ・インダについて

　小尾氏の回想は、スハルト体制期初期に開発された
代表的な高級住宅街ポンドック ・ インダから始まる。
別稿［新井2012，2013等］で述べた通り、ジャカルタ
の郊外住宅開発は、オランダ植民地時代の20世紀初頭
に開発されたニュー ・ ゴンダンディア（現在は単純に
一帯の地名を取ってメンテンと呼ばれる）から、オラ

117

新井：ジャカルタ開発史の中の総合商社：元丸紅商社員小尾吉弘氏回想録



ンダ再占領期から1950年代にかけて開発 ・ 分譲された
クバヨラン ・ バルへと南西に進んだ。その開発軸をさ
らに南西に延長する形でスハルト体制期に開発された
のが、ポンドック ・ インダである。ロバート ・ トレン
ト ・ ジョーンズ Jr が設計したゴルフ場の周囲を高級住
宅が取り囲むゴルフ ・ エステートは高級住宅街のベン
チマークとなり、多くの住宅開発事業で模倣された。
筆者もスハルト体制期の大手不動産開発業者が台頭す
る契機となった事業として重要性を強調してきたが［新
井2012，2013］、そこでは外資の関与はまったく言及さ
れていない。
　小尾氏の一つめの重要な証言は、この事業が丸紅と
の合弁であったこと、為替差損で大きな損失をこうむっ
た丸紅が撤退を余儀なくされた一方、合弁パートナー
となったインドネシア企業家達には豊かな経験と利益
をもたらし、以後の成長の原点となった点である。類
似のパターンは、スハルト体制崩壊期前後に、新時代
の住宅開発のベンチマークとなったコタ ・ ウィサタの
開発でも繰り返される。
　第二に、後のジャカルタの都市開発において丸紅と
組むナパン ・ グループ（ヘンリー ・ プリバディとデ
ディ ・ クスマ）とイブラヒム ・ リシャードの重要性を、
新井（2012）が十分に理解していない点として明示的
に指摘している点である。同書では、スハルト大統領
と最も近い立場から事業を拡大してきたサリムやスド
ウィカトモノらと、スカルノ体制期からジャカルタ政
府との関係で事業を拡大してきたメトロポリタン ・ グ
ループの若手企業家（チプトラ、ブディ ・ ブラサリ、
イスマイル ・ ソフヤン）とが初めて本格的に提携し、
大型の不動産開発に取り組んだ事業、ということを、
主な歴史的意義として指摘した。
　しかし小尾氏によれば、同じくポンドック ・ インダ
開発で経験を積んだヘンリー ・ プリバディやデディ ・
クスマは、やがてジャカルタ北部の旧市街近くにある
マンガ ・ ドゥアの開発でも重要な役割を果たすことと
なり、その先駆的な役割もジャカルタの開発史におい
て軽視できないのである。

３�．タムリン通り ・スディルマン通りのオフィ
スビル開発

　回想録は、1980年代から90年代初頭にスディルマン

通りとタムリン通り沿いに次々と建てられた高層オフィ
スビル中、丸紅が関与した事業を列挙している。セン
トラル ・ プラザ、ウィスマ ・ インドセメント、ミッド
プラザといったビルは、現在スディルマン通りを通り
過ぎても、林立する高層ビルの大群に埋もれて特に目
を惹かないかもしれない。しかし、スディルマン－タ
ムリン通り沿いにまだまばらにしかビルが建っていな
かった1980年代、これらのビルはかなり目立つ存在で、
特にスディルマン通り両側の CBD 化において、パイ
オニア的な役割を果たしたと言える。また、1990年代
にタムリン通りで建てられた BII プラザ ・ ビルも、不
動産バブルの様相を呈していた1990年代初頭を象徴す
る、豪華なオフィスビルである。これらのビルは施主
がインドネシア人事業家である。これは、ポンドック ・
インダで大きな為替差損を被った丸紅が、直接ビルの
出資者となるリスクを回避すべく生み出した事業モデ
ルに負っている。都心 CBD の都市空間形成における
影の開発業者としての総合商社の役割は、今回のよう
な証言に積極的に光を当てることで、ジャカルタの開
発史の中に正しく位置付けていく必要がある。回想録
で言及された他の商社の直接関与したビル、例えばヌ
サンタラ ・ ビル（三井物産）、スカイライン ・ ビル（伊
藤忠）、スミットマス ・ ビル（住友商事）等と合わせて
考えると、1970年代から80年代の都心 CBD の形成に
おいて、日本の総合商社の役割は、非常に大きかった
と言えるのではないか。

４．マンガ ・ドゥアの開発

　マンガ ・ ドゥア、特にパサール ・ パギの開発の意義
と役割は回想録本文で十分明快である。シナル ・ マス
は、スハルト体制崩壊後はインドネシア首都圏最大の
ディベロッパーとなるが、元来事業の中核はパームオ
イルやパルプ ・ 製紙等であり、不動産開発で頭角を現
したのはスハルト体制末期である。現在同グループの
不動産事業の旗艦的な役割を果たしている BSD City
も、スハルト体制期はチプトラが経営の実務を担って
おり、シナル ・ マスは企画立ち上げ当初から関与して
きたにも関わらず、経営の実権を握ったのはポスト ・
スハルト期である（新井2012：60-64/191-194）。
　アジア通貨危機とスハルト体制崩壊で大手開発業者
が軒並み破綻していく中で、シナル ・ マスはジャカル
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タ隣県の大型ニュータウン事業を次々と買収し、大き
く台頭していった。その基盤となった事業が二つある。
一つはマンガ ・ ドゥアの開発であり、もう一つがボゴー
ル県グヌン ・ プトリ郡とチレウンシ郡に開発された
ニュータウン、コタ ・ ウィサタである［新井2013］。小
尾氏の証言は、その両方のルーツに触れており、首都
圏最大手開発業者としてのシナル ・ マスのルーツに対
する証言となっている。
　マンガ ・ ドゥア地区の成功は、小尾氏が関与した「パ
サール ・ パギ」のように、超狭小の小売 ・ 卸売スペー
スの大量分譲に負うところが大きい。証言は、まず小
尾氏がナパン ・ グループと組んで旧パサール ・ パギか
らの移転を強いられるアパレル卸売商の受け皿を開発
して大きな成功を収めた経緯を語る。シナル ・ マスは
同じ方式のショッピングセンターを開発し、グロドッ
ク（ジャカルタのチャイナタウン）に集中していた電
機製品街が拡張する際の受け皿となり、マンガ ・ ドゥ
アはジャカルタ北部の商業中心として大きく繁栄して
いくことになる。
　シナル ・ マスが ITC（International Trade Center）
という名前で分譲した超狭小の小売 ・ 卸売スペースは、
限られた床面積に膨大な数のキオスクを分譲できたこ
と、商業不動産なので平米当たりの分譲価格が高くて
も売れたこと、モールと違いリースではなく分譲なの
で短期間に利益を回収できたことなどの理由で、開発
したシナル ・ マスに膨大な利潤をもたらした。同グルー
プはマンガ ・ ドゥアでの成功を皮切りに、チェンパカ ・
マス、ロキシー ・ マスと次々に同様の ITC を開発 ・ 分
譲した。特に2000年前後は、経済危機とスハルト体制
崩壊の混乱がもたらした倒産とリストラで多くの人々
が失業し、起業に活路をもとめる人も多かった。ITC
はそうした人々のスタートアップの受け皿にもなり、
投機的動機の購入も刺激して膨大な売上を得た［新井
2012：180］。回想録は、この業態の立ち上げの端緒に
丸紅が関与していたことを語っており、極めて興味深
い。
　コタ ・ ウィサタも、ポスト ・ スハルト期にシナル ・
マスが台頭する契機となった事業である。その概要は
別稿（新井2013）で説明済みなので繰り返さない。こ
の事業は、アジア通貨危機で大手ニュータウン ・ ディ
ベロッパーが軒並み破産状態になり新規開発ができな

い中、猛烈な宣伝広告と大量の売り上げで大きな注目
を集め、2000年前後の首都圏の住宅開発では、ベンチ
マークとなっていた。だが、回想録では、外資として
参加した丸紅、Land & House（タイ）、LG（韓国）は
アジア通貨危機がもたらした膨大な為替差損に苦しみ、
撤退していった経緯が語られる。
　アジア通貨危機では、ドル建ての債務を負った多く
の地場開発業者が為替差損で支払い不能となり、債務
整理の過程で優良資産の多くを手放した。しかしポン
ドック ・ インダとコタ ・ ウィサタは、当初外資パート
ナーが主導しながらも為替差損によって撤退し、同じ
過程で現地合弁パートナーが大きく成長していった例
であり、ジャカルタ開発史のもう一つの側面を示して
いる。

５．MM2100工業団地

　回想録の最後の部分は、ジャカルタの東隣県である
ブカシ県にある大型工業団地の開発に関わるものであ
る。プラザ合意以降の急速な円高を背景に、日本から
東南アジアへの企業進出が加速した1980年代後半、丸
紅がタイのラートクラバンに開発した200ヘクタールの
工業団地が大成功したことで、インドネシアでも工業
団地開発が決まった経緯が述べられる。インドネシア
政府が工業団地開発 ・ 運営事業を民間に開放した背景
にも、80年代中盤に海外直接投資が低迷する中で、外
資受け入れ体制を整えたタイやマレーシアに日本や
NIES 資本が大量流入することへの危機感があった。
　結果的に1990年代、日本の総合商社が関与した大型
工業団地が、ジャカルタ－チカンペック高速道路に沿っ
て次々と開発された。小尾氏が立ち上げから関わった
MM2100は、その中で最もジャカルタに近い有利な立
地で、この分野での丸紅の動きが早かったことを示し
ている。
　現在、ブカシ県東部からカラワン県西部には、
MM2100からEJIPとDelta Silicon，Kota Jababeka（高
速道路北側），GIIC，KIIC，Suryacipta まで、大型工
業団地とニュータウンがほぼ連続した帯状に広がって
いる。しかし小尾氏の証言からは、MM2100の当初の
予定面積は200ヘクタールにすぎず、「ライバル」にな
る東側の工業団地群との距離はかなり離れていて、将
来的につながることは予想していなかったとある。
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　工業団地群は、ブームと経済危機の中で数次に分け
て拡張と停滞の波をくぐるが、特に2000年代中期以降
の二輪車生産の爆発的拡大、そして2010年代以降の四
輪車生産の拡大が、現在に至る大型工業団地群の発展
の起爆剤となる。
　首都圏東部の大型工業団地群は、2008年にデルタマ
スの南半分を工業団地に転換して造られた GIIC を除
いて、事業そのものとしてはスハルト体制期の1990年
代からあり、その意味で継続性の方に注目がいきやす
い。しかし筆者がカラワン県の工業団地近隣農村で住
込み調査を行なった2007年から2008年でも、これら工
業団地の多くは企業進出が進まず広大な遊休地に悩ま
されていた（Arai 2011）。その意味で、連続性よりも、
2000年代後半以降の急速な発展という変化の方が重要
なのかもしれない。また、カラワンの事例では、地域
の経済活動の重心が農業から工業に変化する中で、工
業団地内の入居企業での就労に求められる教育水準と、
工業団地周辺集落住民の教育水準との大きなミスマッ
チが、失業と社会不安をもたらし、深刻な問題となっ
ていた（ibid.）。
　回想録からは、MM2100周辺農村でも類似の状況だっ
たことが分かる。小尾氏は村の貧困家庭への奨学金か
ら始めて、最終的には工業団地内で就職できる人材育
成に特化した工業高校を設立するに至る。

おわりに

　2010年代、小尾氏は丸紅を離れて、工業団地開発の

現地側パートナー企業に移籍した。赴任期限付きの関
わりという駐在員の立場からではなく、現地に腰を据
えた長期的な立場に変えて、この地域の開発に取り組
むことを選んだのである。回想録最終部は、そうした
立場からの将来ビジョンについて語っている。この解
説では、もっぱらジャカルタ開発史の中で日本商社の
果たした役割に注目してきたが、小尾氏本人の歩みは、
そうした「歴史」を後に残して、すでに前に進んでい
る。今回の回想録で深く語られなかった現在進行形の
歩みは、おそらく今後小尾氏によって、別の形で発表
されるはずである。
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